民舟録（2012年度～）
R.パルバース『驚くべき日本語』（早川敦子訳）集英社インターナショナル　2014.
T.イーグルトン『アメリカ的、イギリス的』（大橋洋一・吉岡範武訳）河出ブックス　2014.

小早川明子『「ストーカー」は何を考えているか』新潮新書　2014.

佐高信『未完の敗者　田中角栄』光文社　2014.

石原千秋(編)『夏目漱石『こころ』をどう読むか』河出書房新社　2014.

小林史憲『テレビに映る中国の97％は嘘である』講談社α新書　2014．

菅野昭正・編『書物の達人　丸谷才一』集英社新書　2014．

高田博行『ヒトラーの演説―熱狂の真実―』中公新書　2014．

平川祐弘『日本人に生まれて、まあよかった』新潮新書　2014．
橘木俊詔『ニッポンの経済学部』中公新書ラクレ　2014．
木村榮一『謎解きガルシア＝マルケス』新潮選書　2014．

小川和也『儒学殺人事件―堀田正俊と徳川綱吉―』講談社　2014. 

ラモン・ゴメス・デ・ラ・セルナ『乳房抄』（平田渡　訳）開催大学出版部　2008．
篠原健一『アメリカ自動車産業―競争力復活をもたらした現場改革―』中公新書　2014．

ガルシア・マルケス　+　P.A.メンドーサ『グアバの香リ』（木村榮一　訳）岩波書店　2013．

アルベルト・マングェル『読書礼賛』白水社　2014．

立木鷹志『時間の本』国書刊行会　2013.
伊藤光晴『アベノミックス批判』岩波書店　2014．
小泉凡『怪談四代記―八雲のいたずら―』講談社　2014．
桐野夏生『夜また夜の深い夜』幻冬舎　2014．
上田正昭『日本古代史をいかに学ぶか』新潮選書　2014．
横手慎二『スターリンー―「非道の独裁者」の実像―』中公新書　2014．
堤未果『沈みゆく大国アメリカ』集英社新書　2014．
T.ブルック（本野英一訳）『フェルメールの帽子』岩波書店　2014．
小林康夫・大澤真幸『「知の技法」入門』河出書房新社　2014．
松本紘『京都から大学を変える』祥伝社新書　2014．

日本史資料研究会編『信長研究の最前線』洋泉社　2014．

L.コワコフスキ『哲学は何を問うてきたか』みすず書房　2014．

福永文夫『日本占領史1945-1952－日本・ワシントン・沖縄―』中公新書　2014．

R.ドーア『幻滅―外国人社科学者が見た戦後日本70年―』藤原書店　2014．

荻原雄一『漱石の初恋』未知谷　2014．

J.W.ダグラス『ジョン・F・ケネディはなぜ死んだのか―語りえない者との闘い―』

同時代社　2014．

桐野夏生『奴隷小説』文藝春秋　2015．
渡辺惣樹『朝鮮開国と日清戦争―アメリカはなぜ日本を支持し、朝鮮を見限ったか―』

草思社　2014．

上田正昭『「古代学」とは何か―展望と課題―』藤原書店　2015．

D.マントン＆D.A.ウェルチ（田所昌幸・林晟一訳）『キューバ危機―ミラー・イメージングの罠―』中央公論社　2015．

阿刀田高『地下水路の夜』新潮社　2015．

桐野夏生『抱く女』新潮社　2015．

元少年A『絶歌―神戸連続児童殺傷事件』太田出版　2015．

芳川泰久『謎解き『失われた時を求めて』』新潮選書　2015．

金森修『科学の危機』集英社新書　2015．

川本三郎『成瀬巳喜男―映画の面影―』新潮社　2014．

M. スパーク（木村政則訳）『寝ても覚めても夢』河出書房新社　2015．

松尾義之『日本語の科学が世界を変える』筑摩書房　2015．

H.クンズル（木原善彦訳）『民のいない神』白水社　2015．

小宮羊『漱石の新婚旅行』海鳥社　2015．

飯嶋和一『狗賓童子の島』小学館　2015．

J.チアン（川副智子訳）『西皇后―近代中国の創始者―上下』講談社　2015．

中条省平『マンガの論点―21世紀日本の深層を読む―』幻冬舎新書　2015．

日本史資料研究会編『秀吉研究の最前線』洋泉社　2015．
天児慧『「中国共産党」論』NHK出版新書　2015．

里見繁『死刑冤罪』インパクト出版会　2015．

山本義隆『私の1960年代』金曜日　2015．

大澤真幸『社会システムの生成』弘文堂　2015．
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